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調
に
進
ん
で
い
る
。
器
械
器
具

備
品
に
つ
い
て
は
６
月
30
日
を

納
期
限
に
設
定
し
て
い
る
の
で
、

７
月
の
開
院
は
無
理
で
あ
る
。

病
院
事
業
管
理
者
と
開
設
者
の

市
長
で
協
議
し
、
８
月
中
に
開

院
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
西
根

病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
方

公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
と
な

り
、
病
院
事
業
管
理
者
を
設
置

し
て
い
る
。
管
理
者
の
権
限
は
、

市
長
と
同
等
で
あ
る
。
備
品
な

ど
の
購
入
手
順
や
業
者
選
定
で
、

市
と
の
違
い
は
何
か
。

契
約
や
施
行
は
、
管
理
者
の
権

限
で
独
立
し
て
執
行
で
き
る
が
、

業
者
や
器
具
選
定
、
契
約
事
務

に
つ
い
て
は
、
市
で
行
っ
て
い

る
手
順
に
準
じ
て
、
関
係
課
と

の
合
議
や
市
長
の
決
裁
を
得
て

執
行
し
て
い
る
。

６月定例会

八幡平市繁殖育成セン

ター建設予算などを可決

●会期　６月17日～６月26日(10日間)

今回は

報告　　　　　６件

市長提出議案　12件

請願　　　　　２件

議員提出議案　２件
６月定例会議案採決（請願第１号）

【
報
告
第
１
号
】　

株
式
会
社
八
幡
平
温
泉
開
発

の
経
営
状
況
報
告
に
つ
い
て

ＱＡ

プレミアム付商品券
パンフレット

市
の
第
３
セ
ク
タ
ー 

経
営
状
況
報
告

　

平
成
30
年
度
全
体
の
売
上
額
は
、
計

画
額
の
91
・
４
％
と
な
り
、
損
益
実
績

は
３
８
１
万
２
千
円
の
赤
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
会
社
で
あ
る
八

幡
平
市
産
業
振
興
株
式
会
社
の
平
成
30

年
度
の
経
営
状
況
は
、
４
３
９
万
２
千

円
の
黒
字
決
算
に
な
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
は
９
１
０
０
万
円
余

り
し
か
実
績
が
な
か
っ
た
の

に
、
今
年
度
の
売
り
上
げ
目
標

を
９
４
０
０
万
円
余
り
に
上
げ

た
が
、
ど
の
よ
う
な
や
り
方
で

目
標
を
達
成
す
る
の
か
。

ト
ラ
ウ
ト
ガ
ー
デ
ン
の
敷
地

の
立
地
調
査
を
行
っ
た
こ
と

で
、
民
間
の
方
々
か
ら
も
Ｐ
Ｒ

し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
温
泉
郷

全
体
の
不
動
産
販
売
を
増
や
し

て
い
き
た
い
。

【
議
案
第
３
号
】　

平
成
30
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
８
号)

の
専
決
処
分
に
関
し

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

予
算
額
の
確
定
に
伴

う
専
決
処
分
の
承
認

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
１
４

５
万
円
を
増
額
し
専
決
処
分
し
た
の
で
、

議
会
の
承
認
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
主
な
歳
入
・
歳
出
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
原
子
力
発
電
所
事
故
損
害
賠
償
金

　

８
７
０
万
円

▼
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　

１
億
９
４
８
２
万
円

原
子
力
発
電
所
事
故
損
害
賠
償

金
８
７
０
万
円
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
う
い
う
案
件
な
の
か
。

内
容
と
し
て
は
、
先
日
、
企
画

財
政
課
か
ら
説
明
し
て
あ
る
と

お
り
で
あ
り
、
す
で
に
３
月
2８

日
に
支
払
い
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
は
、
単
年
度
の
案
件
で
あ

る
の
か
、
継
続
的
な
も
の
か
。

訴
訟
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、

東
京
電
力
と
の
関
係
は
こ
れ
で

終
わ
り
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ＱＡＱＡ

３
億
５
６
４
９
万
円

増
額
の
補
正
予
算

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
５
６
４

９
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
主
な
歳

入
・
歳
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

　

推
進
事
業

　

５
６
４
万
９
千
円
（
減
額
）

▼
保
育
環
境
改
善
（
エ
ア
コ
ン
設
置
）

　

事
業
補
助
金　

１
１
８
３
万
６
千
円

▼
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
（
消
費
税

　

関
係
）
事
業　

４
４
８
９
万
７
千
円

▼
畜
産
振
興
（
繁
殖
育
成
セ
ン
タ
ー
建

　

設
関
係
な
ど
）
事
業

　

２
億
６
５
６
６
万
１
千
円

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
事
業
費
を
、
５
６
５
万
円

減
額
に
し
た
内
容
を
伺
う
。

ル
ワ
ン
ダ
選
手
団
の
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
選
手
の
練
習
場
を
、
安
比

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
近
く
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
に
特
設
コ
ー
ト
を
作

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
洋
野
町

の
海
岸
で
練
習
す
る
こ
と
に
変

更
し
た
た
め
減
額
し
た
。

【
議
案
第
10
号
】　

令
和
元
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

ＱＡ

保
育
士
宿
舎
借
上
げ
支
援
事
業

の
内
容
な
ら
び
に
、
保
育
所
待

機
児
童
の
状
況
を
伺
う
。

保
育
士
の
宿
舎
借
上
げ
に
対
し

て
、
月
５
万
円
で
年
に
60
万
円

支
援
す
る
も
の
。
４
人
分
で
２

４
０
万
円
必
要
に
な
る
が
、
事

業
者
も
こ
の
内
60
万
円
を
負
担

す
る
内
容
で
あ
る
。
待
機
児
童

は
、
特
定
の
保
育
所
で
な
け
れ

ば
見
送
る
方
が
数
名
い
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
25
％
の

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
だ
が
、
そ
の

内
容
を
伺
う
。

こ
の
商
品
券
は
、
対
象
者
１
人

２
万
円
で
２
万
５
千
円
分
の
商

品
券
が
購
入
で
き
る
。
住
民
税

非
課
税
世
帯
が
対
象
に
な
る
。

加
え
て
、
平
成
2８
年
４
月
２
日

か
ら
今
年
の
９
月
30
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
、
３
歳
半
ま
で
の
子

ど
も
が
い
る
住
民
税
課
税
世
帯

も
対
象
に
な
る
。

ＱＡＱＡ

【
議
案
第
12
号
】　

令
和
元
年
度
八
幡
平
市
国
民

健
康
保
険
西
根
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算(

第

１
号)耳

鼻
科
新
設
に
伴
う

検
査
用
器
械
の
購
入

　

４
月
１
日
に
耳
鼻
科
医
師
着
任
に
伴

い
、
耳
鼻
科
用
の
器
械
備
品
な
ど
を
購

入
す
る
た
め
、
６
６
７
万
５
千
円
を
補

正
す
る
予
算
で
す
。

医
療
行
為
に
必
要
不
可
欠
な
備

品
で
あ
れ
ば
、
計
画
的
に
当
初

予
算
に
計
上
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

当
初
予
算
は
１
月
に
確
定
す
る

が
、
こ
の
段
階
で
は
医
局
と
協

議
中
だ
っ
た
の
で
、
４
月
に
新

し
く
着
任
し
た
医
師
の
要
望
を

経
て
購
入
す
る
も
の
で
あ
る
。

新
市
立
病
院
の
開
院
は
、
市
民

の
関
心
が
高
い
。
今
議
会
の
一

般
質
問
の
答
弁
で
市
長
は
、
令

和
２
年
７
月
１
日
に
開
院
す
る

と
述
べ
て
い
る
が
、
説
明
の
都

度
、
開
院
日
が
早
ま
っ
て
い
る
。

進
捗
状
況
、
実
態
は
ど
う
か
。

６
月
現
在
で
建
物
工
事
の
進
捗

率
は
30
％
で
、
計
画
ど
お
り
順

ＱＡＱＡ

ＱＡ

着々と進む
新市立病院建設工事
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野
駄
舘
公
園
の
管
理
と
活
用

建
物
・
案
内
看
板
修
繕
必
要

（市民クラブ）

武家屋敷風の殿堂（舘公園頂上）

渡
わたなべ

辺義
よしみつ

光 議員

八
幡
平
エ
リ
ア
の
環
境
整
備

現
状
確
認
し
方
針
を
整
理

関
せき

　治
ひ ろ と

人 議員

（八起会）

立ち木で見えない芭蕉沼

問　

観
光
人
口
拡
大
や
松
尾
地

区
活
性
化
の
た
め
の
八
幡
平
エ

リ
ア
環
境
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

国
有
地
で
あ
り
難
し
い

場
所
で
は
あ
る
が
、
関
係
者
と

現
状
確
認
し
な
が
ら
、
今
後
の

方
針
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

田
山
地
区
開
発
計
画

問　

２
年
後
の
新
設
ロ
ー
ラ
ー

ス
キ
ー
コ
ー
ス
に
伴
い
、
ス

キ
ー
場
開
発
計
画
お
よ
び
中
学

校
跡
地
活
用
計
画
を
伺
う
。

市
長　

用
地
取
得
に
伴
う
開
発

計
画
を
推
進
し
、
射
撃
場
エ
リ

ア
を
優
先
的
に
行
う
。
中
学
校

跡
地
に
つ
い
て
は
、
地
域
性
を

考
慮
し
進
め
て
い
く
。

問　

地
域
の
意
見
を
開
発
計
画

に
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

市
長　

地
元
の
意
見
を
尊
重
し

て
い
き
た
い
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
開
催

問　

岩
手
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
開
催

内
定
に
伴
う
市
の
対
応
を
伺
う
。

市
長　

県
の
応
分
な
役
割
お
よ

び
費
用
分
担
を
強
く
要
望
の
上

で
進
め
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画

問　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

県
や
他
の
市
町
村
の
計

画
を
参
考
に
、
早
期
に
作
成
し

て
い
く
。

施
設
の
利
活
用
計
画

問　

市
内
各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

利
活
用
と
大
会
、
合
宿
誘
致
計

画
を
伺
う
。

市
長　

県
お
よ
び
関
係
団
体
と

協
議
し
、
施
設
を
有
効
活
用
し

な
が
ら
誘
致
活
動
を
進
め
て
い

く
。

問　

松
尾
村
村
制
百
周
年
桜
の

郷
づ
く
り
事
業
と
し
て
整
備
さ

れ
た
舘
公
園
は
武
家
屋
敷
風
の

建
物
、
冠か
ぶ

木き

門も
ん

、
街
路
灯
63
基

を
備
え
た
市
民
憩
い
の
場
で
あ

る
。
近
年
、
利
用
者
が
減
少
し

施
設
も
損
傷
が
著
し
い
。
市
民

が
い
つ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き

る
よ
う
な
管
理
と
運
営
を
望
む
。

市
長　

５
月
に
八
幡
平
Ｄ
Ｍ
Ｏ

が
手
し
ご
と
市
を
開
催
し
５
０

０
人
の
来
客
が
あ
っ
た
。
建
物

や
案
内
板
は
整
備
さ
れ
て
か
ら

25
年
経
過
し
修
繕
が
必
要
で
あ

る
。
行
路
案
内
標
識
設
置
に
つ

い
て
も
検
討
し
た
い
。
舘
公
葬

地
周
辺
の
清
掃
に
つ
い
て
は
チ

ラ
シ
を
配
布
し
周
知
し
た
。

八
幡
平
Ｄ
Ｍ
Ｏ
戦
略

問　

舘
公
園
周
辺
に
は
市
内
最

大
の
岩
鷲
山
供
養
碑
（
伊
那
々

伊
沢
神
社
）
や
蝗
い
な
ご

虫む
し

退
散
供
養

塔
な
ど
珍
重
な
文
化
財
が
散
在

す
る
。
地
域
の
歴
史
や
文
化
財
、

人
材
な
ど
の
宝
資
源
を
ど
う
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
考
え
か
。

市
長　

今
ま
で
の
成
果
や
課
題

を
検
証
し
、
改
め
て
地
元
の
皆

さ
ん
の
企
画
や
ア
イ
デ
ア
を
取

り
入
れ
て
活
用
を
進
め
る
。

岩
手
山
の
魅
力
発
信

問　

市
内
に
は
岩
手
山
に
関
す

る
伝
説
、
芸
能
、
民
俗
、
巨
岩
、

歌
碑
な
ど
県
内
で
も
希
有
な
資

源
が
多
数
存
在
す
る
。
総
合
的

な
紹
介
を
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

文
化
、
民
俗
の
ガ
イ
ド

養
成
講
座
を
実
施
す
る
な
ど
関

係
団
体
と
連
携
し
散
策
ガ
イ
ド

を
通
じ
て
魅
力
を
発
信
す
る
。

教
育
長　

登
山
は
貴
重
な
自
然

体
験
で
あ
る
。
社
会
科
副
読
本

に
も
市
内
の
名
山
を
紹
介
す
る
。

質問した事項
１　渡

わたなべ

辺　義
よしみつ

光 議員……Ｐ４

　・野駄舘公園の管理・運営と活用について
　・岩手山の魅力発信と登山活動について

２　関
せき

　　治
ひろと

人 議員……Ｐ５

　・八幡平エリア環境整備について
　・スポーツ振興について

３　井
いのうえ

上　辰
たつお

男 議員……Ｐ６

　・防災行政無線の音声について
　・小学校の英語教育について
　・街路灯のＬＥＤ化について

４　立
たちばな

花　安
やすふみ

文 議員……Ｐ６

　・市職員の残業時間規制および有給休暇取得に
　　ついて
　・岩手県子どもの生活実態調査結果および子ど
　　もの未来を応援する取り組みについて
　・キャッシュレス決済普及などについて

５　羽
はざわ

沢　寿
ひさたか

隆 議員……Ｐ７

　・八幡平市として新たな財源確保のための広告
　　活用について
　・観光資源の活用状況について

６　勝
かつまた

又　安
やすまさ

正 議員……Ｐ８

　・稲作農業の構造と振興について
　・農業の啓発活動について
　・桜松神社の由来案内板について

７　髙
たかはし

橋　悦
えつろう

郎 議員……Ｐ８

　・八幡平市まち・ひと・しごと創生総合戦略に
　　ついて
　・西根総合支所の有効活用について
　・大更駅周辺開発について

８　米
まいた

田　定
さだお

男 議員……Ｐ９

　・空き家対策について

　・高齢者の交通確保対策について

９　熊
くまざわ

澤　　博
ひろし

 議員……Ｐ 10
　・平舘地区のにぎわい創出について
　・葉たばこ生産の振興について

10　北
きたぐち

口　　功
いさお

 議員……Ｐ 10
　・芸術文化振興について、今後の取り組みと計
　　画について
　・フレイル予防の推進について
　・バイオマストイレについて
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広
告
に
よ
る
財
源
確
保

新
た
な
収
入
と
し
て
取
組
中

羽
は ざ わ

沢寿
ひさたか

隆 議員

（八起会）

バイパス松川交差点イメージ写真

問　

最
近
よ
く
自
治
体
に
お
け

る
封
書
や
出
版
物
な
ど
に
、
一

般
企
業
の
有
料
広
告
が
載
っ
て

い
る
。
財
源
が
先
細
り
に
な
っ

て
い
く
中
、
新
た
な
収
入
財
源

と
し
て
取
り
組
む
考
え
は
な
い

か
。

市
長　

八
幡
平
市
行
政
改
革
方

針
実
施
計
画
に
基
づ
い
て
広
報

誌
、
市
Ｈ
Ｐ
へ
の
広
告
、
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
な
ど
の
可
能
性

に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

自
治
体
が
一
般
広
告
を
取

り
扱
う
こ
と
へ
の
問
題
点
や
、

そ
れ
に
対
し
て
の
市
民
の
理
解

は
得
ら
れ
る
と
思
う
か
。

市
長　

八
幡
平
市
有
料
広
告
取

扱
要
綱
を
定
め
て
お
り
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
順
守
し
て
い

く
こ
と
で
市
民
の
理
解
は
充
分

得
ら
れ
る
と
思
う
。

新
し
い
観
光
案
内
板

を
設
置
す
べ
き

問　

市
内
に
は
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
る
が
、
目
立
つ
場

所
に
案
内
板
な
ど
が
な
い
。
新

た
な
案
内
板
や
看
板
を
設
置
す

る
必
要
は
な
い
か
。

市
長　

今
で
も
多
く
の
案
内
板

は
設
置
し
て
あ
る
が
、
環
境
省

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

検
討
し
て
い
く
。

市
内
各
地
に
あ
る
湧

水
の
活
用
Ｐ
Ｒ
は

問　

市
内
に
は
多
く
の
湧
水
・

清
水
が
あ
る
が
、
貴
重
な
も
の

と
し
て
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
、

観
光
案
内
ル
ー
ト
に
も
加
え
る

な
ど
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。

問　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

普
及
計
画
お
よ
び
数
値
目
標
を

伺
う
。

市
長　

事
業
者
の
取
り
組
み
は

な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
。
数

値
目
標
は
定
め
て
い
な
い
。

問　

外
国
人
の
医
療
費
の
未
払

い
対
策
と
し
て
、
厚
労
省
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
進
め

て
い
る
。
西
根
病
院
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
を
伺
う
。

西
根
病
院
事
務
局
長　

今
現
在

は
、
導
入
す
る
計
画
は
な
い
。

子
ど
も
の
生
活
実
態

調
査
結
果
に
つ
い
て

問　

１
年
間
に
経
済
的
な
理
由

で
、
子
ど
も
に
服
や
靴
を
買
っ

て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
世
帯
の
割
合
を
伺
う
。

市
長　

９
・
４
％
で
あ
る
。
こ

の
他
に
、
医
療
機
関
に
受
診
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
割

合
が
５
・
８
％
、
誕
生
日
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
お
年
玉
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
割
合
が

９
・
６
％
で
あ
っ
た
。

問　

貧
困
対
策
事
業
の
考
え
を

伺
う
。

市
長　

貧
困
状
態
に
あ
る
子
ど

も
を
見
逃
さ
な
い
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
た
い
。

市
職
員
の
有
給
休
暇

取
得
に
つ
い
て

問　

昨
年
、
有
給
休
暇
取
得
日

数
が
年
５
日
に
満
た
な
い
職
員

の
人
数
を
伺
う
。

市
長　

27
人
い
る
。

問　

超
過
勤
務
は
改
善
さ
れ
て

い
る
が
、
有
給
休
暇
の
取
得
が

改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

総
務
課
長　

０
日
と
い
う
職
員

が
２
人
い
る
。
全
員
が
取
得
で

き
る
よ
う
に
周
知
す
る
。

問　

防
災
行
政
無
線
が
デ
ジ
タ

ル
化
さ
れ
た
が
、
音
声
が
良
く

聞
こ
え
な
い
と
い
う
声
が
あ
る
。

覆
域
調
査
で
問
題
は
な
か
っ
た

の
か
伺
う
。

市
長　

音
声
が
重
な
る
屋
外
拡

声
子
局
は
統
合
し
、
伝
わ
り
に

く
い
箇
所
は
新
設
す
る
な
ど
、

音
声
の
伝
わ
る
範
囲
を
考
慮
し

て
屋
外
拡
声
子
局
を
配
置
し
た
。

問　

デ
ジ
タ
ル
化
後
に
、
移
動

し
た
子
局
数
と
理
由
を
伺
う
。

市
長　

移
動
し
た
屋
外
拡
声
子

局
は
42
局
、
移
動
理
由
は
民
有

地
か
ら
公
共
用
地
に
移
動
し
た

も
の
21
基
、
音
響
範
囲
を
考
慮

し
た
も
の
５
基
、
用
地
が
狭
隘

の
た
め
移
動
し
た
も
の
16
基
。

問　

市
民
か
ら
の
音
声
に
対
す

る
問
い
合
わ
せ
と
そ
の
対
応
は
。

市
長　

音
量
調
整
を
講
じ
て
き

た
が
、
今
後
も
機
器
の
調
整
を

図
り
、
適
時
、
的
確
な
情
報
伝

達
に
努
め
る
。

小
学
校
の
英
語
教
育

指
導
力
向
上
を
図
る

問　

英
語
教
育
の
教
科
化
に
向

け
た
取
り
組
み
状
況
、
課
題
、

確
認
す
べ
き
こ
と
は
何
か
伺
う
。

教
育
長　

Ａ
Ｌ
Ｔ
４
名
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
指
導
し
て
い
る

が
Ａ
Ｌ
Ｔ
任
せ
の
授
業
が
散
見

さ
れ
る
。
今
後
は
担
任
教
師
の

指
導
力
向
上
を
図
り
、
前
向
き

に
取
り
組
む
姿
勢
を
確
認
す
る
。

問　

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン

プ
を
小
学
生
に
も
拡
大
す
る
予

定
は
あ
る
の
か
。

教
育
長　

小
学
生
対
象
も
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。
そ
こ
で
英

語
へ
の
興
味
や
関
心
が
高
ま
り
、

学
校
や
日
常
生
活
で
の
英
語
へ

の
意
欲
に
つ
な
が
る
よ
う
、
活

動
内
容
な
ど
を
検
討
す
る
。

防
災
行
政
無
線
の
音
量
調
整

調
整
図
り
的
確
な
情
報
伝
達

井
いのうえ

上辰
た つ お

男 議員

（八起会）

「上の山」屋外拡声子局

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
普
及

な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い

（八起会）

キャッシュレス決済説明会

立
たちばな

花安
やすふみ

文 議員
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空
き
家
対
策
の
着
実
な
前
進

認
定
は
１
件
に
限
定
し
な
い

米
ま い た

田定
さ だ お

男 議員

（日本共産党）

空き家対策パンフレット

問　

空
き
家
対
策
の
具
体
的
措

置
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
る

の
は
、
「
特
定
空
き
家
等
」
に

認
定
す
る
こ
と
が
前
提
条
件
で

あ
る
。
し
か
も
、
実
態
調
査
で

は
１
３
６
件
も
の
「
特
定
空
き

家
等
」
候
補
の
存
在
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
年
度
の
認
定
予
定
は
１
件
で

あ
る
。
な
ぜ
１
件
と
限
定
す
る

の
か
、
そ
の
根
拠
を
伺
う
。

市
長　

今
年
度
は
、
特
定
空
き

家
等
に
対
す
る
措
置
を
順
次
進

め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
現
在
、

特
定
空
き
家
等
候
補
は
１
２
５

件
で
あ
る
。

問　

特
定
空
き
家
等
の
認
定
を

１
件
に
限
定
す
る
の
は
な
ぜ
か
、

と
質
問
し
て
い
る
の
に
答
弁
が

な
い
。
具
体
的
措
置
の
前
提
は
、

認
定
で
あ
る
。
１
年
間
に
１
件

の
ペ
ー
ス
だ
と
１
３
０
年
か
か

る
こ
と
に
な
り
、
対
策
を
誠
実

に
実
行
す
る
意
志
が
な
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

防
災
安
全
課
長　

特
定
空
き
家

に
つ
い
て
は
詳
細
な
調
査
が
必

要
で
あ
り
、
本
年
度
は
解
体
の

代
執
行
１
件
と
し
た
も
の
で
あ

る
。

問　

納
得
し
が
た
い
。
認
定
す

る
こ
と
で
、
解
体
ま
で
い
か
な

く
て
も
勧
告
・
命
令
な
ど
の
強

制
性
の
措
置
も
可
能
に
な
る
。

認
定
が
遅
れ
る
と
、
一
般
的
な

空
き
家
も
特
定
空
き
家
等
に
劣

化
す
る
可
能
性
が
高
い
。
今
年

度
さ
ら
に
調
査
を
進
め
て
、
順

次
認
定
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

副
市
長　

認
定
し
な
け
れ
ば
、

具
体
的
措
置
が
で
き
な
い
の
は

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
認
定
は

１
件
に
限
定
し
な
い
。

問　

人
口
減
少
対
策
の
た
め
に
、

「
創
生
総
合
戦
略
」
を
４
年
前

に
策
定
し
た
。
平
成
30
年
の
人

口
実
績
は
、
計
画
よ
り
３
８
３

人
多
く
減
少
し
た
。
要
因
は
。

企
画
財
政
課
長　

出
生
数
よ
り

死
亡
数
が
多
い
状
況
で
、
年
々

拡
大
し
て
い
る
の
が
大
き
な
要

因
だ
。
一
方
、
転
出
・
転
入
の

社
会
増
減
に
つ
い
て
は
改
善
が

見
ら
れ
る
。

問　

他
市
町
村
も
予
想
外
の
人

口
減
少
だ
が
、
人
口
減
少
率
で

見
る
と
、
当
市
は
県
内
で
10
番

目
に
高
い
減
少
率
に
な
っ
て
い

て
、
県
内
14
市
の
中
で
は
ト
ッ

プ
の
減
少
率
で
あ
る
。
子
育
て

支
援
を
も
っ
と
強
化
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
を
高
校
卒
業
ま
で
拡
大

す
る
こ
と
や
、
保
育
所
の
待
機

児
童
対
策
を
さ
ら
に
強
化
す
る

な
ど
が
問
わ
れ
て
い
る
。

副
市
長　

子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
策
定
す
る
第
２
期
創
生
総

合
戦
略
の
検
討
課
題
に
し
た
い
。

地
域
福
祉
課
長　

県
が
保
育
士

確
保
の
支
援
策
を
始
め
る
が
、

こ
の
補
助
を
含
め
て
効
果
的
な

支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

総
合
支
所
の
活
用

問　

西
根
総
合
支
所
は
、
新
庁

舎
移
転
後
の
大
規
模
改
修
に
約

１
億
６
千
万
円
掛
か
っ
て
い
る
。

今
後
、
西
根
総
合
支
所
が
大
更

駅
前
の
施
設
に
移
転
す
る
構
想

も
あ
る
。
こ
の
施
設
の
費
用
対

効
果
を
示
せ
。

副
市
長　

Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
が
２

０
２
２
年
に
支
所
の
統
廃
合
を

行
う
予
定
で
、
そ
の
際
、
西
根

総
合
支
所
を
Ｊ
Ａ
支
所
に
活
用

す
る
の
か
返
事
を
待
っ
て
い
る
。

問　

田
園
回
帰
の
機
運
が
本
格

化
し
て
い
る
が
、
現
在
ど
の
よ

う
な
受
け
入
れ
態
勢
を
講
じ
て

い
る
か
伺
う
。

市
長　

市
単
独
事
業
と
国
の
事

業
と
併
せ
て
、
支
援
を
引
き
続

き
行
う
。

問　

八
幡
平
市
産
い
わ
て
っ
こ

の
宣
伝
販
売
戦
略
を
行
っ
て
い

く
上
で
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど

の
支
援
は
な
い
か
伺
う
。

市
長　

関
係
機
関
と
安
定
的
か

つ
長
期
的
に
取
引
で
き
る
関
係

を
構
築
し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な

ど
の
作
成
支
援
も
検
討
す
る
。

問　

農
業
者
の
７
割
近
く
が
65

歳
以
上
で
あ
る
中
で
経
営
の
大

規
模
化
が
予
想
さ
れ
る
が
、
支

援
を
強
化
し
て
い
く
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

市
長　

機
械
や
設
備
へ
の
助
成

を
行
い
、
今
後
も
同
様
に
継
続

支
援
し
て
い
く
。
法
人
化
す
る

こ
と
に
よ
り
さ
ら
な
る
経
営
規

模
の
拡
大
・
所
得
向
上
を
期
待

す
る
こ
と
が
で
き
、
雇
用
の
確

保
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
関
係

機
関
と
連
携
し
推
進
し
て
い
く
。

農
業
の
啓
発
活
動

問　

教
育
の
一
環
と
し
て
農
業

体
験
を
通
じ
、
将
来
の
職
業
選

択
肢
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

教
育
長　

各
学
校
や
地
域
の
実

情
に
応
じ
、
教
育
活
動
に
取
り

入
れ
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
く
。

桜
松
神
社
の
案
内
板

問　

老
朽
化
に
よ
り
判
読
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
早
急

に
修
復
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

成
人
式
の
記
念
事
業
で

設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
代
表
の

方
を
交
え
整
理
対
応
し
て
い
く
。

市
産
米
の
宣
伝
販
売
戦
略

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
支
援

勝
かつまた

又安
やすまさ

正 議員

（八起会）

荒屋地区の田園風景

子
育
て
支
援
を
も
っ
と
強
化

高
卒
ま
で
の
無
料
化
を
検
討

（日本共産党）

八幡平市の人口動態

髙
たかはし

橋悦
えつろう

郎 議員
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問　

市
民
か
ら
の
要
望
が
多
い

文
化
会
館
建
設
が
あ
る
が
、
現

在
の
方
針
と
計
画
を
伺
う
。

市
長　

第
２
次
総
合
計
画
前
期

基
本
計
画
に
お
い
て
、
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問　

維
持
管
理
に
経
費
が
掛
か

る
こ
と
か
ら
、
民
間
商
用
施
設

な
ど
を
併
設
す
る
形
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　

全
国
的
な
事
例
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

問　

市
内
で
さ
ま
ざ
ま
に
開
催

さ
れ
る
芸
能
発
表
会
・
学
習
発

表
会
な
ど
の
、
ス
テ
ー
ジ
照
明

が
暗
い
と
感
じ
て
い
る
。
移
動

設
置
が
で
き
る
照
明
器
具
を
導

入
し
、
多
様
な
活
動
に
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
伺
う
。

総
務
課
長　

公
共
施
設
個
別
管

理
計
画
に
よ
る
既
存
施
設
の
改

修
更
新
の
参
考
に
し
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
推

進
に
つ
い
て

問　

最
近
、
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
フ
レ
イ
ル
（
健
常
か
ら

要
介
護
へ
移
行
す
る
中
間
の
段

階
）
予
防
が
あ
る
と
注
目
さ
れ

て
い
る
。
介
護
リ
ス
ク
を
減
ら

し
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
い

く
た
め
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

フ
レ
イ
ル
は
、
適
切
に

予
防
す
れ
ば
要
介
護
状
態
に
進

ま
ず
に
済
む
可
能
性
も
あ
り
、

予
防
は
大
変
有
効
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
栄
養
教
室
や
シ

ニ
ア
カ
フ
ェ
な
ど
の
開
催
、
ま

た
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
な

ど
の
活
動
を
通
し
、
「
栄
養
・

運
動
・
社
会
参
加
」
の
取
り
組

み
を
進
め
予
防
し
て
い
き
た
い
。

議会の動き

(５月15日～７月26日)

５月

▲

15日　市政調査会総会、議会運営委員会

▲

2８日　産業建設常任委員会協議会

▲

30日　教育民生常任委員会協議会

▲

31日　総務常任委員会協議会

６月

▲

５日　議員全員協議会、委員長会議、議会改革推進会議タブ

　　　　レット端末導入調査研究部会（仮称）

▲

７日　議会運営委員会

▲

17日　令和元年第２回定例会（～26日）、議会広聴広報常任

　　　　委員会

▲

1８日　議会改革推進会議

▲

19日　教育民生常任委員会

▲

20日　産業建設常任委員会

▲

24日　総務常任委員会

▲

26日　議会運営委員会

▲

27日　第66回岩手地区議会議員大会

７月

▲

１日　令和元年盛岡北部行政事務組合議会勉強会

▲

５日　議会広聴広報常任委員会

▲

８日　松西会・自由クラブ・工藤直道・会派議員研修（～10

　　　　日）

▲

19日　議会広聴広報常任委員会

▲

26日　令和元年７月盛岡地区広域消防組合議会臨時会、議会

　　　　運営委員会、会派代表者会議、議会広聴広報常任委員

　　　　会

問　

商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出

の
た
め
に
は
、
バ
イ
パ
ス
の
交

通
量
を
効
率
よ
く
取
り
込
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
高
校
ま
で

の
通
学
路
の
整
備
や
、
図
書

館
・
文
化
会
館
の
建
設
を
平
館

駅
周
辺
に
集
積
さ
せ
る
こ
と
で
、

商
人
手
づ
く
り
の
「
お
祭
り
」

で
に
ぎ
わ
っ
た
街
を
復
活
さ
せ

た
い
。
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

旧
平
舘
村
役
場
跡
の
交
差
点
を

地
権
者
の
同
意
を
得
て
、
本
来

あ
る
べ
き
十
字
路
に
大
規
模
改

修
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

市
長　

変
則
的
な
交
差
点
の
対

策
と
し
て
、
新
山
線
入
口
で
道

路
改
修
の
設
計
業
務
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
そ
の
後
、
整
備
・

改
修
の
可
否
を
検
討
し
た
い
。

問　

廃
止
が
予
定
さ
れ
て
い
る

農
協
西
根
北
支
所
の
跡
地
を
共

同
で
、
に
ぎ
わ
い
創
出
の
核
と

す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

市
長　

「
里
の
駅
」
の
提
言
も

あ
る
が
、
農
協
の
計
画
の
情
報

を
地
域
住
民
と
共
有
し
、
敷
地

利
用
が
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な

が
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

問　

市
全
域
の
均
衡
あ
る
発
展

を
目
指
す
上
か
ら
も
、
平
館
駅

周
辺
に
図
書
館
・
文
化
会
館
を

建
設
す
る
考
え
が
な
い
か
伺
う
。

市
長　

文
化
的
な
施
設
は
必
要

で
、
今
後
努
力
し
て
い
き
た
い
。

葉
た
ば
こ
生
産
振
興

問　

廃
作
が
目
立
つ
生
産
の
支

援
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
立

ち
枯
れ
病
対
策
の
事
業
費
補
助

は
10
分
の
１
で
あ
る
。
他
市
町

村
と
の
比
較
で
は
ど
う
か
伺
う
。

市
長　

近
隣
で
２
分
の
１
の
額

を
支
援
し
て
い
る
町
も
あ
る
。

市
の
生
産
を
維
持
で
き
る
よ
う

支
援
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

平
舘
地
区
の
に
ぎ
わ
い
創
出

北
支
所
の
敷
地
利
用
を
期
待

（自由クラブ）

ＪＡ新いわて西根北支所

文
化
会
館
建
設
の
取
り
組
み

多
角
的
な
視
点
の
基
に
検
証

北
きたぐち

口　功
いさお

 議員

（無会派）

市芸能発表会のステージショー

熊
くまざわ

澤　博
ひろし

 議員

第66回岩手地区議会議員大会
（６月27日ビッグルーフ滝沢）
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　八幡平市は、議員の調査研究など

活動に必要な経費の一部として、１

人当たり月額２万円の「政務活動費」

を議員に交付しています。ここでは、

30年度に交付された政務活動費がど

のように使われたのかをお知らせし

ます。

政務活動費収支報告（50音順）

１人月２万円

その使い道は

井上辰男議員(八起会)

使用額　　　　153,941円

調査研究費　  146,739円

資料購入費　　    650円

事 務 所 費　　  6,552円

交付額　　　　220,000円

返還額　    66,059円

勝又安正議員(八起会)

使用額　　　154,980円

調査研究費　　147,77８円

資料購入費　　    650円

事 務 所 費　　  6,552円

交付額　　　220,000円

返還額　　　65,020円

小野寺昭一議員(八起会)

使用額　　　　153,290円

調査研究費　  146,73８円

事 務 所 費　　  6,552円

交付額　　　　220,000円

返還額　　　66,710円

北口　功議員(無会派)

使用額　　　182,055円

調査研究費　　 6８,93８円

研　修　費　　 63,330円

資料購入費　  　17,49８円

事 務 所 費　　 32,2８9円

交付額　　　220,000円

返還額　　　　37,945円

工藤　剛議員(市民クラブ)

使用額　　　176,586円

調査研究費　　 6８,93８円

研　修　費　　 ８7,990円

資料購入費　　 19,65８円

交付額　　　220,000円

返還額　　　43,414円

工藤多弘議員(松西会)

使用額　　　220,000円

調査研究費　　173,252円

研　修　費　　 45,55８円

資料購入費　　　1,190円

交付額　　　220,000円

返還額　　　　　　　　　　　0円

工藤直道議員(無会派)

使用額　　　　220,000円

調査研究費　  172,604円

研　修　費　　 46,206円

資料購入費　　  1,190円

交付額　　　　220,000円

返還額　         0円

熊澤　博議員(自由クラブ)

使用額　　　220,000円

調査研究費　　217,512円

資料購入費　　  2,4８８円

交付額　　　220,000円

返還額　　               0円

工藤隆一議員(八起会)

使用額　　　　186,280円

調査研究費　  146,67８円

資料購入費　　 33,050円

事 務 所 費　　  6,552円

交付額　　　　220,000円

返還額　　　33,720円

関善次郎議員(自由クラブ)

使用額　　　220,000円

調査研究費　　167,674円

研　修　費　　 51,02８円

資料購入費　　　1,29８円

交付額　　　220,000円

返還額　　　　　　0円

髙橋悦郎議員(日本共産党)

使用額　　　193,688円

広　報　費　　1８８,56８円

資料購入費　　  5,120円

交付額　　　240,000円

返還額　　　46,312円

※
４
月
か
ら
３
月
ま
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

関　治人議員(八起会)

使用額　　　155,400円

調査研究費　　14８,19８円

資料購入費　　　  650円

事 務 所 費　　  6,552円

交付額　　　220,000円

返還額　　　　　　64,600円

髙橋光幸議員(松西会)

使用額　　　　215,484円

調査研究費　  170,444円

研　修　費　　 45,040円

交付額　　　　220,000円

返還額　     4,516円

田村　孝議員(八起会)

使用額　　　153,940円

調査研究費　　146,73８円

資料購入費　　    650円

事 務 所 費　　  6,552円

交付額　　　220,000円

返還額　　 　66,060円

立花安文議員(八起会)

使用額　　　　154,620円

調査研究費　  147,41８円

資料購入費　　    650円

事 務 所 費　　  6,552円

交付額　　　　220,000円

返還額　　　65,380円

田村善男議員(八起会)

使用額　　　153,940円

調査研究費　　146,73８円

資料購入費　　　  650円

事 務 所 費　　  6,552円

交付額　　　220,000円

返還額　　　66,060円

古川津好議員(松西会)

使用額　　　220,000円

調査研究費　　16８,８04円

研　修　費　　 45,040円

資料購入費　　　6,156円

交付額　　　220,000円

返還額　　　     0円

羽沢寿隆議員(八起会)

使用額　　　154,980円

調査研究費　　147,77８円

資料購入費　　　  650円

事 務 所 費　　  6,552円

交付額　　　220,000円

返還額　　　　　　65,020円

米田定男議員(日本共産党)

使用額　　　　188,568円

広　報　費　　1８８,56８円

交付額　　　　240,000円

返還額　    51,432円

渡辺義光議員(市民クラブ)

使用額　　　209,140円

調査研究費　　146,67８円

資料購入費　　 53,379円

事 務 所 費　　  9,0８3円

交付額　　　220,000円

返還額　　  　10,860円

※
４
月
か
ら
３
月
ま
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

山本　榮議員(日本共産党)

使用額　　　　　20,000円

広　報　費　　 20,000円

交付額　　　　　20,000円

返還額　　　　　　　　0円

※
４
月
の
み
交
付
し
て
い
ま
す
。

※以外の議員は、５月から３月まで交付しています。
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問　〇の中には、どんな文字

　（数字)が入るでしょう？

■応募方法　答え、住所、氏名(ふりがな)、 「ギカイのひろば」 を読んだ　　

感想、市政や市議会への意見・要望などを必ず記入の上、はが

きやファクス、電子メールで応募ください。正解者の中から抽

選で５人に八幡平市共通商品券1,000円分をお贈りします(当選

者の発表は発送をもって代えさせていただきます）。

※お寄せいただいた個人情報は景品の発送以外には使いません。

■あて先　〒02８-7397　八幡平市議会事務局　議会だより　係

　FAX：0195-74-2105　E-mail：gikai＠city.hachimantai.lg.jp

■しめ切り　令和元年９月６日㈮(当日消印有効)

■前回(№55)の正解　14(名)

　　　　　　　　　　応募者　1８人　　正解者　1８人

ク イ ズ

現在、特定

空き家等候補は

〇〇〇件

次は　９月定例会　（予定)
　議会を傍聴しませんか

　八幡平市議会では、本会議などを誰でも傍聴するこ

とができます。傍聴を希望する人は、議会開催日に市

役所３階の議会事務局までお越しください（受付で住

所や氏名を記入する必要はありません）。

　議会の映像を見ることができます

　八幡平市議会では、議会開催日に市役所本庁舎１階

のテレビでライブ中継を行っているほか、インター

ネット(YouTubeの八幡平市議会のチャンネル）で録画

配信しています。

期　日 内　容

９月５日㈭ 議案上程 ほか

９月６日㈮～16日㈪ 休　　会

９月17日㈫～20日㈮
一般質問、議案審議、決算

特別委員会

９月21日㈯～23日㈪ 休　　会

９月24日㈫～27日㈮ 決算特別委員会

９月2８日㈯～30日㈪ 休　　会

10月１日㈫・２日㈬ 決算特別委員会

10月３日㈭ 休　　会

10月４日㈮ 委員長報告 ほか

全国市議会議長会表彰

（写真左から）米田定男議員、 髙橋光幸議員、

小野寺昭一議員、 田村孝議員

　本市議会の米田定男議員、髙橋光幸議員、小野寺昭

一議員、田村孝議員が全国市議会議長会から表彰を受

けました。

　米田議員と髙橋議員が市議会議員を20年以上、小野

寺議員と田村議員は市議会議員を15年以上務めた功績

です（合併前の町村議会議員としての在職年数の２分

の１を市議会議員在職年数に通算）。

永年にわたる自治の功績たたえる

八幡平市議会活動レポート

婦人会と議員との語る会

　八幡平市婦人会連絡協議会63名と議員17名との語る

会が４月26日に市役所本庁舎で開催されました。婦人

会から「文化会館は必要であるため建設してほしい」

や「防災マップに示された指定避難場所に水や食料な

どが何人分用意されているのか」など、さまざまな意見

や要望が出され意見交換を行いました。この声を、今

後の議会活動に反映し、まちづくりを進めていきたい。

私たちの声を議会へ反映

本庁舎大ホール「婦人会と議員との語る会」

議員全員協議会

　６月５日に議員全員協議会を開催し、市から八幡平

市繁殖育成センターの整備について説明がありまし

た。概要として、八幡平市平笠第24地割地内（市営上

坊牧野内）の敷地面積約39，939平方㍍に、乳用牛・

肉用牛・共通施設の合わせて15施設を建設する予定で

す。今年度から用地造成工事などが始まり、令和３年

度（11月予定）には運営開始となる見込みです。

繁殖育成センターの整備を説明

議員全員協議会

岩手県市議会議長会感謝状

古川津好議員

　本市議会の古川津好議員が岩手県市議会議長会から

感謝状の贈呈を受けました。

　古川津好議員は平成2８年５月12日から平成30年４月

30日までの２年間市議会議長を務めた功績です。

前議長の功績をたたえ感謝状贈呈
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　元号が令和となり、はや２カ月

が過ぎました。

　何かが変わるかもと期待し、わ

くわく過ごして、今、気が付きま

した。自分が変わらなければ、周

りの変化にも気が付かない。

　議会議員の方々に要望ばかり出

しても、後押しする環境が整わな

ければ、スピーディーにならない。

私たち市民が案件を注視していき、

見守らねばならない。そうだ、議

会を傍聴しに行こうと思います。

議 会 の ま ど

議
会
を
傍
聴
し
、
議
員

を
後
押
し
す
る
環
境
を

ク
マ
出
没
情
報
を
後
に
な
っ

て
聞
く
の
で
、
放
送
や

メ
ー
ル
な
ど
で
注
意
喚
起
し
て
ほ

し
い
で
す
。
（
大
更
・
33
歳
女
性
）

大
更
駅
顔
づ
く
り
施
設
が
気

に
な
り
ま
す
。
に
ぎ
わ
う

よ
う
な
大
更
駅
周
辺
に
な
れ
ば
良

い
で
す
ね
。
（
大
更
・
60
歳
女
性
）

新
し
い
時
代
を
住
み
や
す

く
す
る
た
め
に
は
、
将

来
を
担
う
べ
き
子
ど
も
が
た
く

さ
ん
い
る
社
会
で
な
い
と
い
け

な
い
と
思
う
。
（
平
舘
・
55
歳

女
性
）

子
育
て
支
援
と
、
虐
待
防
止

の
こ
と
も
話
し
合
わ
れ
て

い
て
良
か
っ
た
。(
大
更
・
62
歳

男
性
）

「
ギ
カ
イ
の
ひ
ろ
ば
」
は
、
議

員
の
方
々
の
意
見
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
場
で
す
。
（
野
駄
・

39
歳
男
性
）

「
ギ
カ
イ
の
ひ
ろ
ば
」
を
読
む

と
、
市
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
考
え
実
行
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
（
大
更
・
67
歳
女
性
）

街
灯
と
、
防
犯
灯
の
見
分
け

が
分
か
ら
な
い
。
管
理
を

し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
。(

西
根

寺
田
・
71
歳
女
性
）

私
は
花
輪
線
を
利
用
し
て

い
る
が
、
本
数
が
減
り
、

ま
す
ま
す
不
便
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
時
に
、
増

便
を
要
望
し
て
ほ
し
い
。
（
松

尾
・
5８
歳
男
性
）

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。

声

学校紹介

平舘小学校児童会長

佐
さ さ き

々木穂
ほの

　さん

　八幡平市議会のホームページには、は

ちまんたい議会だよりのほか、議会日程

（会期日程、一般質問の通告一覧）や議

決結果、会議録（キーワード検索できま

す）などを掲載しています。ご覧くださ

い。

市議会ホームページにアクセスを

平
舘小学校には、ならでは

の行事があります。１年

生から６年生までの縦割り班で、

ゲームを行うサイコロ集会です。

１から６までのサイコロに例え、

サイコロ集会と呼びます。夏の

相撲大会は、全校児童が地区対

抗で行います。地域の方々の協

力により、毎年盛り上がります。

全校児童一人一人が協力し、行

事に精一杯取り組んでいきます。

阿
あ べ

部恵
え み こ

美子  さん

（下町三区）

令和元年第２回定例会

傍聴者数

42人


